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一
　
は
じ
め
に

　

従
来
の
尊
敬
語
・
謙
譲
語
・
丁
寧
語
と
い
う
敬
語
の
三
分
類
は
、
近
年

で
は
尊
敬
語
・
謙
譲
語
・
丁
重
語
・
丁
寧
語
・
美
化
語
と
い
う
五
分
類
の

ほ
う
が
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
丁
重

語
を
従
来
の
謙
譲
語
か
ら
分
離
独
立
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

現
代
語
に
つ
い
て
言
え
ば
、「
参
る
・
頂
く
（
＝
「
飲
食
す
る
」
意
）・
お

る
・
存
ず
る
・
致
す
・
申
す
」
の
６
語
は
、
話
し
手
が
自
ら
の
動
作
を
へ

り
く
だ
っ
て
表
現
す
る
こ
と
で
、
聞
き
手
を
敬
う
敬
語
と
し
て
捉
え
ら
れ

中
近
世
書
簡
文
の
謙
譲
・
丁
重
表
現

─
「
奉
る
」「
申
す
」「
仕
る
」「
致
す
」
の
用
法
─

山
田
　
潔

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
仕
手
の
行
為
を
へ
り
く
だ
っ
て
表
現
す
る
こ
と
は

謙
譲
語
と
同
趣
で
あ
る
が
、
そ
の
動
作
の
向
か
う
相
手
（
受
け
手
）
で
は

な
く
、
聞
き
手
を
敬
う
点
が
謙
譲
語
と
異
な
る
。
右
の
６
語
が
丁
重
語
化

す
る
過
程
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
複
雑
な
要
因
を
含
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
は
、
謙
譲
語
・
丁
重
語
の
観
点
か
ら
、
中
世
後
期
・
近
世
前
期
に
お

け
る
「
奉
る
」「
申
す
」「
仕
る
」「
致
す
」
の
用
法
を
概
観
す
る
。

ニ
　
中
世
後
期
の
謙
譲
語
の
諸
相

　

書
き
言
葉
で
敬
語
が
頻
繁
に
現
れ
る
の
は
書
簡
文
で
あ
る
。
以
下
、
書



國學院雑誌　第 126 巻第５号（2025年） ─ 26 ─

簡
文
集
を
資
料
と
し
て
、
ま
ず
謙
譲
語
の
用
法
を
整
理
し
て
行
く
こ
と
と

す
る
。
中
世
後
期
の
資
料
と
し
て
、『
戦
国
大
名
の
古
文
書　

東
日
本
編
・

西
日
本
編
』（
山
本
博
文
氏
他

編　

二
〇
一
三
年　
　

柏
書
房
）
を
取
り
上

げ
る
。
同
書
は
「
東
日
本
編
」
１
９
０
点
・「
西
日
本
編
」
２
０
２
点
の

書
状
を
影
印
・
翻
刻
と
も
に
収
め
る
。「
読
み
下
し
文
」
も
添
え
ら
れ
て

い
る
（
引
用
に
際
し
東
・
西
と
略
記　

末
尾
の
数
字
は
頁
数
を
示
す
）。

　

謙
譲
の
補
助
動
詞
と
し
て
は
、「
奉
る
」「
申
す
」「
仕
る
」「
致
す
」
の

４
語
が
認
め
ら
れ
る
。

　

用
例
数
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
奉
る
」
31
例　
　
「
申
す
」
１
２
２
例　
　
「
仕
る
」
60
例

「
致
す
」
71
例

　
「
奉
る
」「
申
す
」「
仕
る
」「
致
す
」
が
同
一
の
動
詞
「
拝
見
（
ス
ル
）」

を
承
け
る
用
例
が
、４
語
の
類
似
性
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る（
以

下
、
用
例
は
変
体
漢
文
と
認
め
ら
れ
る
文
例
に
ほ
ぼ
限
定
す
る
）。

［
拝
見
］

従　

又
八
様
御
書
被
成
下
候
、
忝
奉
拝
見
候
、

 

（
伊
集
院
忠
棟
書
状　

西
３
９
３
）

御
状
拝
見
申
候
、
従
是
可
申
入
之
処
ニ
、
昨
晩
罷
着
付
而
取
紛
、

 

（
小
西
行
長
書
状　

西
３
８
５
）

先
日
者
自
是
以
使
者
申
上
候
処
ニ
、
御
貴
報
忝
拝
見
仕
候
、

 

（
松
前
慶
広
書
状　

東
13
）

去
年
十
月
之
貴
札
致
拝
見
候
、（
織
田
信
秀
書
状　

東
２
２
３
）

　
「
申
す
」「
仕
る
」「
致
す
」
が
「
進
上
（
ス
ル
）」「
拝
領
（
ス
ル
）」
を

承
け
る
用
例
も
認
め
ら
れ
る
。

［
進
上
］

態
斗
は
ほ
り
三
ツ
進
上
申
候
、（
結
城
秀
康
書
状　

東
１
５
７
）

御
注
書
お
取
進
上
仕
候
、（
今
川
義
元
書
状　

東
１
５
７
）

近
日
出
舟
仕
候
、
仍
此
呈
一
軸
致
進
上
候
、（
高
山
右
近
書
状　

西
83
）

［
拝
領
］

然
者
筑
前
之
儀
、
甲
州
拝
領
申
候
間
、（
黒
田
孝
高
書
状　

西
３
１
５
）

最
前
小
田
原
ニ
而
、
御
兵
粮
三
千
拝
領
致
之
、
又
今
度
之
万
喜
之
城
ニ

て
、
兵
粮
千
俵
拝
領
仕
候
、（
本
多
忠
勝
書
状　

東
１
５
３
）

最
前
小
田
原
ニ
而
、
御
兵
粮
三
千
拝
領
致
之
、
又
今
度
之
万
喜
之
城
ニ

て
、
兵
粮
千
俵
拝
領
仕
候
、（
本
多
忠
勝
書
状　

東
１
５
３
）

　
「
拝
見
」
の
用
例
に
顕
著
で
あ
る
が
、
こ
の
４
語
に
は
謙
譲
語
と
し
て

近
似
す
る
性
格
を
有
す
る
。と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は「
仕
る
」「
致
す
」

の
親
近
性
で
あ
り
、右
の
他
に
次
の
４
語
を
承
け
る
用
例
が
認
め
ら
れ
る
。

［
上
進
］
去
冬
八
城
表
迄
、
一
両
輩
致
上
進
、
及
成
就
申
候
処
…
普
光
寺
・

内
田
九
郎
左
衛
門
尉
上
進
仕
候
（
秋
月
種
実
書
状　

西
２
９
５
）

先
日
預
御
入
魂
候
状
、
即
刻
鐘
江
紀
伊
介
致
上
進
、
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（
立
花
道
雪
書
状　

西
３
０
３
）

［
乗
船
］
近
日
乗
船
仕
候
条
、
御
懇
意
之
通
、
至
隆
景
も
可
申
聞
候
、

 

（
小
早
川
秀
包
書
状　

西
１
９
７
）

些
気
分
取
繕
候
て
、
十
四
五
日
比
可
致
乗
船
と
存
候
、

 

（
小
早
川
隆
景
書
状　

西
１
９
３
）

［
頂
戴
］
昨
晩
釜
山
浦
罷
越
候
処
、
御
朱
印
到
来
候
而
頂
戴
仕
候
、

 
（
福
島
正
則
書
状　

東
２
４
３
）

御
内
書
謹
而
致
頂
戴
候
、（
北
条
氏
政
書
状　

東
１
９
１
）

［
迷
惑
］弥
五
助
条
々
子
細
候
得
共
、む
け
な
き
と
思
召
候
半
与
迷
惑
仕
候
、

 

（
九
鬼
嘉
隆
書
状　

東
３
８
９
）

か
様
ニ
可
被
成
儀
に
て
無
御
座
候
、
還
而
致
迷
惑
候
、

 

（
加
藤
嘉
明
書
状　

西
２
７
１
）

　

ま
た
、
和
文
脈
で
は
あ
る
が
、「
作
る
」
に
も
２
語
の
承
け
た
用
例
が

見
ら
れ
る
。

［
作
る
］
此
う
ち
、
な
か
れ
は
（
流
れ
場
）
の
事
、
せ
つ
か
く
、
つ
く
り

つ
か
ま
つ
る
へ
く
候
、（
日
根
野
高
吉
定
書
案　

東
３
０
３
）

去
年
致
作
所
ニ
お
ゐ
て
ハ
、
た
と
ひ
あ
ら
し
候
共
、
年
貢
之
儀
者
、
納

所
す
へ
し
、（
井
伊
直
政　

定
書　

東
１
７
５
）

　

こ
の
よ
う
に
「
仕
る
」「
致
す
」
に
は
用
法
上
か
な
り
の
類
似
性
が
見

ら
れ
る
。

　

さ
て
、
謙
譲
を
表
す
補
助
動
詞
「
奉
る
」「
申
す
」「
仕
る
」「
致
す
」

の
４
語
は
、
そ
れ
ら
の
支
配
す
る
動
詞
（
語
幹
）
に
上
接
す
る
か
下
接
す

る
か
の
観
点
か
ら
分
類
す
る
と
、
上
接
す
る
「
奉
る
」「
致
す
」
と
下
接

す
る
「
申
す
」「
仕
る
」
と
の
二
類
に
分
か
れ
る（
１
）。

　

ま
ず「
奉
る
」（
31
例
）は
例
外
な
く
必
ず
上
接
す
る
。そ
の
う
ち
で「
奉

存
候
」
が
14
例
を
占
め
る
。

雖
便
札
御
座
候
、
奉
啓
上
候
、（
松
前
慶
広
書
状　

東
13
）

不
御
心
置
御
異
見
奉
頼
候
、（
九
鬼
嘉
隆
書
状　

東
３
８
９
）

自
房
州
被
仰
届
候
上
、
奉
略
候
、（
多
賀
谷
政
経
書
状　

東
１
１
９
）

無
御
心
元
奉
存
候
、（
蜂
須
賀
家
政
書
状　

西
２
５
５
）

　

次
に
、「
申
す
」（
１
２
２
例
）
は
「
奉
る
」
と
対
照
的
で
、
必
ず
下
接

す
る
。

１ 

来
廿
八
日
御
祝
言
ニ
候
、
則
拙
者
御
供
申
候
、

 

（
藤
堂
高
虎
書
状　

西
２
６
９
）

２
御
札
拝
覧
申
候
、（
斎
藤
道
三
書
状　

東
２
５
１
）

３ 

対
申
晴
助
不
存
別
心
所
、以
誓
句
申
候
、…
大
細
事
共
ニ
対
申
晴
助
、

不
可
有
表
裏
之
儀
事
、（
北
条
氏
康
起
請
文　

東
１
８
５
）

cf. 
奉
対
古
河　

上
意
様
、
尽
未
来
不
可
存
無
沙
汰
覚
悟
候
、

 

（
北
条
氏
康
起
請
文　

東
１
８
５
）

　

 

奉
対　

公
儀
、
忠
節
之
輩
ニ
被
加
御
恩
賞
・
御
褒
美
度
候
、
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（
織
田
信
長
朱
印
条
書　

東
２
２
５
）

４ 
思
慮
雖
無
余
儀
候
、
此
時
候
間
頼
申
候
、

 

（
諏
訪
頼
重
書
状　

東
２
９
９
）

　

右
の
用
例
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
は
、「
申
」
は
そ
の
支
配
す
る
動
詞
に

直
結
す
る
こ
と
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、用
例
３
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
奉
」

は
「
奉
対
古
河
…
」
で
あ
る
の
に
対
し
、「
申
」
は
「
対
晴
助
申
」
で
は

な
く
「
対
申
晴
助
」
の
よ
う
に
動
詞
に
直
結
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

次
の
用
例
は
「
読
み
下
し
文
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、「
頼
み
申
し
奉
り
候
」

と
よ
む
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。「
奉
」
が
「
申
」
に
上
接
す
る
の
も
、「
奉
」

と
「
申
」
の
謙
譲
の
度
合
い
を
考
え
る
上
で
、
注
目
さ
れ
る
。

弥
御
心
得
奉
頼
申
候
、（
蜂
須
賀
正
勝
書
状　

西
２
５
３
）

　

以
上
、「
奉
る
」
は
支
配
す
る
動
詞
に
上
接
す
る
の
に
対
し
、「
申
す
」

は
支
配
す
る
動
詞
に
下
接
す
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

次
に
「
仕
る
」「
致
す
」
に
つ
い
て
見
て
行
く
。「
仕
る
」
は
「
申
す
」

と
同
じ
く
、
支
配
す
る
動
詞
に
必
ず
下
接
し
、
例
外
が
な
い
。

本
唐
之
人
衆
高
麗
へ
加
勢
仕
候
故
、
弥
以
各
迷
惑
之
由
、
申
来
候
、

 

（
大
崎
義
隆
書
状　

東
33
）

御
祓
幷
帯
五
筋
拝
領
、
目
出
度
満
足
仕
候
、（
蒲
生
氏
郷
書
状　

東
73
）

就
此
表
在
陣
仕
、
被
成
御
書
忝
存
候
、（
細
川
藤
孝
書
状　

西
１
２
１
）

態
啓
上
仕
候
、（
秋
月
種
実
書
状　

西
２
９
５
）

　

そ
れ
に
対
し
、「
致
す
」
は
支
配
す
る
動
詞
に
上
接
す
る
。

１ 

爰
元
於
珍
所
致
越
年
候
、（
北
条
氏
規
書
状　

東
１
９
９
）

２ 

御
礼
ニ
可
致
伺
公

（
マ
マ
）候

へ
共
、
右
之
通
ニ
御
座
候
間
乍
略
儀
如
此
ニ

候
、（
森
忠
政
書
状　

東
２
６
３
）

３ 

早
々
罷
下
心
安
可
致
養
生
之
由
候
間
、
忝
存
候
、

 

（
小
早
川
隆
景
書
状　

西
１
９
３
）

４ 

今
度
致
出
張
落
居
之
上
者
、
可
断
絶
為
申
心
中
候
へ
共
、

 

（
尼
子
晴
久
書
状　

西
２
０
１
）

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、「
奉
る
」「
申
す
」「
仕
る
」「
致
す
」
を
、
支
配
す

る
動
詞
に
上
接
す
る
か
、
下
接
す
る
か
に
よ
っ
て
分
け
る
と
、「
奉
る
」「
致

す
」（
上
接
）「
申
す
」「
仕
る
」（
下
接
）
に
二
分
類
さ
れ
る
。
そ
れ
が
何

を
意
味
す
る
か
を
考
え
て
み
る
。
謙
譲
語
と
丁
寧
語
と
の
位
置
関
係
を
考

え
る
と
、
謙
譲
語
→
丁
寧
語
の
順
序
と
な
る
。
か
つ
て
謙
譲
語
「
参
ら
す
」

が
丁
寧
語
「
ま
す
る
」
に
変
化
す
る
、
そ
の
橋
渡
し
と
し
て
、
丁
重
語
の

用
法
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た（
２
）。

す
な
わ
ち
、「
謙
譲
語
→
丁
重
語
→
丁

寧
語
」
と
変
化
す
る
。
丁
寧
語
の
典
型
は
「
候
」
で
あ
り
、
多
く
は
文
末

に
位
置
す
る
。
一
方
、
謙
譲
語
の
典
型
は
「
奉
る
」
で
あ
る
。「
申
す
」
は

用
法
が
多
様
で
あ
る
か
ら
ひ
と
ま
ず
措
き
、
本
文
に
お
け
る
こ
れ
ら
三
語

の
位
置
関
係
を
勘
案
し
、
謙
譲
語
か
ら
丁
重
語
へ
、
丁
重
語
か
ら
丁
寧
語

へ
と
い
う
順
序
を
考
慮
す
る
と
、
本
文
の
三
語
は
「
奉
る
→
致
す
→
仕
る
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（
→
候
）」
の
順
序
で
謙
譲
語
か
ら
丁
重
語
・
丁
寧
語
へ
と
推
移
す
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
奉
る
」「
致
す
」（
上
接
）
は
謙

譲
語
で
あ
り
、「
申
す
」「
仕
る
」（
下
接
）
は
丁
重
語
で
あ
る
と
位
置
づ

け
ら
れ
る
。た
だ
し
、「
奉
る
」「
致
す
」は
元
来
ヲ
格
を
と
る
他
動
詞
で
あ
っ

た
こ
と
も
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。

　

右
を
「
致
す
」
に
焦
点
を
当
て
て
説
明
す
る
と
、
ま
ず
、「
致
す
」
は

次
の
用
例
の
よ
う
に
、
尊
敬
「
被
（
る
・
ら
る
）」
を
伴
う
の
で
、
謙
譲

語
と
考
え
ら
れ
る
（「
仕
る
」
に
は
こ
の
用
法
は
見
ら
れ
な
い
）。

只
今
有
境
目
被
致
奉
公
面
々
、
知
行
方
乍
勿
論
不
可
有
相
違
候
事
、

 

（
伊
達
政
宗
証
文　

東
41
）

実
否
懇
切
被
聞
届
帰
参
之
上
、
可
被
致
言
上
候
、

 

（
竹
田
信
玄
書
状　

東
２
７
３
）

　

こ
の
よ
う
に
「
致
す
」
は
謙
譲
語
と
認
定
さ
れ
る
が
、
謙
譲
の
度
合
い

は
「
奉
る
」
よ
り
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
次
の
「
奉
致
進
上
之
」
の
よ

う
に
「
奉
る
」
の
上
接
し
た
用
例
が
見
ら
れ
る
。

就
此
等
之
祝
儀
、
態
捧
慶
書
候
、
仍
御
大
刀
一
腰
・
御
馬
一
疋
奉
致

進
上
之
候
、（
島
津
義
久
書
状　

西
３
９
９
）

　

ま
た
、
謙
譲
「
令
」
の
上
接
し
た
用
例
も
見
ら
れ
る
（「
令
奉
～
」
の

用
法
は
見
ら
れ
な
い
）。

謹
令
致
言
上
候
（
島
津
義
久
書
状　

西
３
９
９
）

　

次
の
用
例
が
示
す
よ
う
に
、
謙
譲
「
令
」
と
同
位
置
に
「
仕
る
」「
致
す
」

「
申
す
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
も
「
令
」
の
語
性
を
考
え
る
上
で
参
考

に
な
る
（
次
節
で
も
う
一
度
扱
う
）。

態
令
啓
候
、
抑
去
比
者
、
為
使
者
、
条
々
懇
切
承
候
き
、

 

（
佐
竹
義
昭
書
状　

東
１
０
９
）

態
啓
上
仕
候
、（
秋
月
種
実
書
状　

西
２
９
５
）

貴
札
令
拝
見
候
、殊
御
太
刀
一
腰
・
御
馬
一
疋
并
縮
緬
五
十
端
拝
領
、

畏
入
存
候
、（
小
早
川
隆
景
書
状　

西
１
９
５
）

貴
札
致
拝
見
候
、（
鍋
島
清
房
書
状　

西
３
４
１
）

御
状
拝
見
申
候
、（
鍋
島
直
茂
書
状　

西
３
４
７
）

　

前
述
の
如
く
、
謙
譲
語
「
致
す
」
は
、「
仕
る
」
と
対
照
的
に
、
支
配

す
る
動
詞
に
上
接
す
る
の
で
あ
る
が
、
２
例
下
接
し
た
用
例
が
認
め
ら
れ

る
。

今
度
伊
勢
前
城
消
失
、
旁
爰
元
ニ
も
人
少
ニ
而
、
乍
大
儀
し
か
と
在

城
可
致
候
、（
由
良
成
繁
書
状　

東
１
６
５
）

御
兵
粮
三
千
拝
領
致
之
、（
本
多
忠
勝
書
状　

東
１
５
３
）

　

右
は
「
可
致
在
城
」「
致
拝
領
之
」
と
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
近
世
に
至
り
、「
致
す
」
が
支
配

す
る
動
詞
に
下
接
す
る
用
例
は
、
徐
々
に
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、

丁
重
語
「
仕
る
」
の
用
法
に
近
づ
い
て
い
く
。
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以
上
、
構
文
上
の
観
点
か
ら
、
中
世
後
期
の
謙
譲
語
「
奉
る
」「
申
す
」

「
仕
る
」「
致
す
」
の
用
法
を
概
観
し
た
。

三
　『
芭
蕉
書
簡
集
』
に
お
け
る
「
奉
る
」「
令
（
し
む
）」

の
用
法

　

前
節
で
は
中
世
後
期
の
謙
譲
語
の
諸
相
を
知
る
た
め
に
『
戦
国
大
名
の

古
文
書
』
を
資
料
と
し
た
が
、
本
節
で
は
、
近
世
前
期
の
「
奉
る
」「
致
す
」

「
仕
る
」「
申
す
」
の
用
法
を
『
芭
蕉
書
簡
集
』
の
用
例
に
基
づ
き
見
て

行
く
。
資
料
と
し
て
、
今
栄
蔵
氏
編
著
『
芭
蕉
書
簡
大
成
』（
二
〇
〇
五

年　

角
川
学
芸
出
版
刊
）
を
用
い
る（
３
）。

同
書
は
芭
蕉
書
簡
と
認
め
ら
れ
る

二
二
九
通
を
収
め
る
。
時
代
は
延
宝
９
（
１
６
８
１
）
年
～
元
禄
７

（
１
６
９
４
）
年
で
あ
り
、『
戦
国
大
名
の
古
文
書
』
の
時
代
か
ら
ほ
ぼ

１
世
紀
後
に
当
た
る
。
引
用
は
今
栄
蔵
氏
の
翻
字
文
に
拠
る
が
、
同
氏
の

施
さ
れ
た
返
り
点
・
傍
訓
は
省
略
す
る
。
す
な
わ
ち
、
引
用
本
文
の
句
読

点
・
濁
点
を
取
り
除
け
ば
、
ほ
ぼ
原
文
に
近
い
形
と
な
る
。

　
「
奉
る
」「
致
す
」「
仕
る
」「
申
す
」
の
用
例
数
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

　

 「
奉
る
」
１
８
１
例　
「
申
す
」
６
３
９
例　
「
仕
る
」
１
４
５
例　

 

「
致
す
」
１
８
６
例

　
「
仕
る
」「
致
す
」
に
は
本
動
詞
的
用
法
も
あ
る
（
19
例
・
32
例
）。
ま
た
、

「
致
す
」
は
、
仮
名
表
記
の
用
例
（
33
例
）
を
含
む
。「
申
す
」
は
本
動

詞
（
＝
言
う
・
伝
え
る
ノ
意
）
を
除
い
た
用
例
数
で
あ
る
。

　

ま
ず
、「
奉
る
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
著
し
い
特
徴
は
、
１
８
１
例

の
う
ち
、「
奉
存
（
１
２
９
例
）」「
奉
頼
（
46
例
）」
が
多
数
を
占
め
る
こ

と
で
あ
る
。

貴
墨
忝
致
拝
見
、
先
以
御
無
為
被
成
御
座
、
珍
重
奉
存
候
（
21
）

如
風
様
御
方
に
御
と
め
被
成
被
下
候
様
に
奉
頼
候
（
60
）

　

右
以
外
は
、『
平
家
物
語
』
か
ら
の
引
用
（「
い
だ
き
奉
り
て
」
91
）
を

含
め
、
次
の
５
例
に
過
ぎ
な
い
。

か
な
ら
ず
〳
〵
昼
前
よ
り
御
入
来
奉
待
候
（
25
）
類
例
（
２
３
８
）

深
川
大
屋
吉
御
逢
候
は
ヾ
可
然
奉
願
候
（
85
）
類
例
（
45
）

明
日
よ
り
御
番
之
由
、
御
苦
労
奉
察
候
（
３
９
３
）

　
『
芭
蕉
書
簡
集
』
に
つ
い
て
言
え
ば
、「
奉
る
」
の
用
法
は
限
定
さ
れ
て

い
る
。

　

謙
譲
を
表
す
「
令
（
シ
ム
）」
も
21
例
が
現
れ
る
が
、「
奉
る
」
と
同
様

「
令
存
候
」
が
15
例
と
多
数
を
占
め
る
。

御
噂
承
、
珍
重
令
存
候
…
御
思
召
残
念
之
至
に
令
存
候
…
遠
方
御
厚

志
不
浅
義
、
忝
令
存
候
（
５
４
３
）

　

こ
の
「
令
」
の
用
法
に
つ
い
て
、
古
文
書
の
文
法
解
説
書
は
「
婉
曲
」
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の
意
と
す
る
が
、
疑
問
で
あ
る
。

苅
米
一
志
氏
著
『
日
本
史
を
学
ぶ
た
め
の
古
文
書
・
古
記
録
訓
読
法
』

（
２
０
１
５
年　

吉
川
弘
文
館
）「
意
味
は
使
役
・
婉
曲
で
、「
～
さ

せ
る
」「
～
す
る
（
使
用
し
て
も
、
し
な
く
て
も
同
じ
意
味
）」
と
訳

す
（
60
頁
））

佐
藤
孝
之
氏
監
修
『
近
世
史
を
学
ぶ
た
め
の
古
文
書
「
候
文
」
入
門
』

（
２
０
２
３
年　

天
野
出
版
工
房
）「
使
役
・
婉
曲
を
表
す
助
動
詞

で
「
～
さ
せ
る
」「
～
す
る
」
と
訳
し
ま
す
（
１
６
６
頁
）」

　

右
の
「
令
」
に
つ
い
て
は
、
今
栄
蔵
氏
が
「
軽
い
謙
譲
に
用
い
る
書
簡

用
語
（
１
９
５
・５
４
４
）」
と
説
明
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。「
謙
譲
」

と
説
明
す
る
古
文
書
辞
典
も
見
ら
れ
る
。

鈴
木
正
人
氏
著
『
戦
国
古
文
書
用
語
辞
典
』（
２
０
１
９
年　

東
京

堂
出
版
）「
書
状
な
ど
に
用
い
ら
れ
、
話
し
手
自
身
の
動
作
に
つ
い

て
謙
譲
の
意
を
表
わ
す
（
２
７
６
頁
」。

佐
藤
孝
之
氏
・
天
野
清
文
氏
編
著
『
近
世
古
文
書
用
語
辞
典
』

（
２
０
２
４
年　

天
野
出
版
工
房
）「
～
し
申
し
上
げ
る
、
と
い
っ

た
謙
譲
の
表
現
に
用
い
る
（
３
０
０
頁
）」

　

次
の
よ
う
に
、「
令
」
の
位
置
に
、「
致
す
」「
仕
る
」
が
対
応
し
て
現

れ
る
の
も
、
今
氏
の
「
軽
い
謙
譲
に
用
い
る
」
と
い
う
説
明
が
適
当
す
る（
４
）。

　

御
発
句
共
書
付
、
令
感
候
（
３
９
６
）

　

哥
仙
さ
て
〳
〵
感
仕
申
候
（
２
６
６
）

　

焼
蚊
辞
一
巻
相
達
し
、
感
入
せ
し
め
候
（
２
２
４
）

　

風
情
見
者
あ
り
て
一
入
辱
感
入
仕
候
（
５
７
８
）

　

愚
句
歳
旦
各
々
御
褒
美
之
よ
し
、
令
満
足
候
（
３
３
７
）

　

土
芳
俳
諧
仕
上
候
由
、
方
々
よ
り
申
来
、
満
足
致
候
（
４
０
５
）

四
　『
芭
蕉
書
簡
集
』
に
お
け
る
「
致
す
」「
仕
る
」
の
用
法

　
『
芭
蕉
書
簡
集
』
に
お
け
る
「
致
す
」
の
構
文
上
の
特
徴
は
、
中
世
期

に
見
ら
れ
た
、
支
配
す
る
動
詞
に
上
接
す
る
用
法
は
衰
退
し
、「
仕
る
」

と
同
様
、
下
接
す
る
用
法
が
一
般
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
書
簡
文
の
冒
頭

に
見
ら
れ
る
「
致
拝
見
候
（
16
例
）」「
致
啓
上
候
（
６
例
）
は
旧
来
の
ま

ま
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
１
例
「
拝
見
致
候
」
が
認
め
ら
れ
る
。

御
芳
翰
辱
、
染
々
拝
見
致
候
（
２
６
６
）

　

一
般
語
彙
に
つ
い
て
は
、「
迷
惑
（
３
例
）」「
推
察
（
１
例
）」
に
上
接

の
用
例
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
下
接
の
用
例
「
迷
惑
（
２
例
）」「
推

察
（
２
例
）」
も
見
ら
れ
る
。

折
〳
〵
持
病
疝
気
音
信
、
致
迷
惑
候
へ
共
、
臥
せ
り
申
程
之
事
は
無

御
座
候
（
３
３
６
） 

類
例
（
５
２
６
・５
３
７
）

折
〳
〵
指
出
候
而
迷
惑
致
候
に
付
、
盆
後
閉
関
致
候
（
４
３
６
） 
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類
例
（
１
９
４
）

時
分
柄
御
難
儀
、
気
之
毒
致
推
察
候
（
２
５
８
）

今
と
し
は
漸
々
色
香
し
ほ
ら
し
く
、
御
慈
愛
之
ほ
ど
推
察
致
候

（
４
５
９
）
類
例
（
３
６
８
）

　

上
接
す
る
語
と
し
て
は
、
他
に
「
拝
吟
（
21
）」「
帰
帆
（
２
３
８
）」「
対

顔
（
５
２
７
）」「
非
番
（
２
６
１
）」
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る（
５
）。
そ
れ

ゆ
え
に
、
構
文
上
は
「
仕
る
」
に
近
い
性
質
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

れ
は
、「
致
す
」
が
丁
重
語
「
仕
る
」
に
近
似
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
次
に
問
題
と
す
べ
き
は
、「
仕
る
」
と
の
意
味
用
法
の
相

違
で
あ
る
。

　

二
語
は
「
拝
領
」「
進
上
」「
上
進
」「
乗
船
」「
頂
戴
」「
迷
惑
］
な
ど

支
配
す
る
語
を
多
く
共
有
す
る
こ
と
を
、
第
二
節
で
指
摘
し
た
。『
芭
蕉

書
簡
集
』
に
お
い
て
も
、
次
の
二
字
漢
語
（
和
語
を
含
む
）
を
共
有
す
る
。

こ
れ
ら
に
両
語
が
接
続
し
た
場
合
の
相
違
が
問
題
と
な
る
。

案
内　

一
宿　

暇
乞　

延
引　

感
吟　

感
心　

帰
帆　

休
息　

啓
上　

在
宿　

出
庵　

賞
翫　

上
京　

推
察　

相
談　

対
面　

逗
留　

難
儀　

拝
見　

返
翰　

発
足　

保
養　

迷
惑

　

ま
ず
、
順
序
と
し
て
「
致
す
」「
仕
る
」
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
使
わ
れ

て
い
る
用
例
を
調
べ
、
両
語
が
基
本
的
に
ど
の
よ
う
に
異
な
る
か
見
当
を

付
け
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。「
致
す
」
独
自
の
用
例
に
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
見
つ
か
る
。

安
堵
い
た
し
候
（
３
０
５
）
越
年
い
た
し
（
85
）
大
笑
ひ
い
た
し
く

ら
し
申
し
候
（
５
１
５
）
覚
悟
致
候
（
５
２
７
）
学
問
致
候
よ
し

（
４
８
３
）
合
点
致
候
へ
共
（
５
２
６
）
帰
庵
可
致
候
（
85
）
発
句

吟
味
致
候
へ
共
（
２
８
８
）
口
過
い
た
し
候
由
（
２
２
４
）
工
夫
致

候
（
40
）
さ
ま
〳
〵
苦
労
い
た
し
候
へ
ば
（
１
７
７
）
還
俗
致
た
る

も
の
（
３
３
３
）
見
物
可
致
候
（
１
１
３
）
愚
案
に
而
興
行
致
候

（
５
７
６
）
当
分
何
か
ら
建
立
可
致
や
ら
（
１
０
５
）
参
宮
い
た
し

（
85
）
持
参
可
致
候
（
２
３
５
）
支
度
い
た
し
候
（
85
）
下
見
不
致

に
は
（
５
２
７
）
失
念
い
た
し
候
（
79
）
住
居
致
候
（
３
５
７
）
追

付
出
庵
い
た
し
（
１
９
４
）
少
々
退
屈
い
た
し
候
（
１
８
０
）
宗
吾

無
事
達
者
被
致
候
（
１
３
３
）
湖
水
元
旦
之
眺
望
可
致
（
２
５
９
）

逗
留
可
致
候
（
１
３
３
）
拙
者
な
ど
と
ん
ぢ
や
く
い
た
す
は
づ
に
而

も
無
御
座
候
へ
共
（
74
）
当
年
は
し
ゐ
て
俳
諧
・
発
句
不
致
候

（
３
５
７
）
歩
行
致
候
て
（
４
９
８
）
満
足
致
候
（
４
０
５
）

　

右
の
主
語
（
仕
手
）
は
概
ね
芭
蕉
（
書
き
手
）
で
あ
る
が
、
第
三
者
が

主
語
（
仕
手
）
で
あ
る
も
の
も
交
え
る
。
共
通
点
は
、
上
接
語
（
動
詞
語

幹
）
の
自
他
（
お
お
む
ね
意
志
動
詞
）
を
問
わ
ず
、
主
語
（
仕
手
）
の
行

為
と
し
て
完
結
し
て
い
て
、
そ
の
行
為
が
書
簡
の
相
手
（
読
み
手
）
に
直

接
関
わ
る
こ
と
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
致
す
」
は
、
現
代
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語
と
同
様
、
書
簡
の
相
手
（
読
み
手
）
に
対
し
、
丁
重
の
意
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
「
仕
る
」
独
自
の
上
接
語
に
は
次
の
よ
う
な
用
例
が
見
つ
か
る
。

感
入
仕
候
（
５
７
８
）
明
日
参
上
仕
度
奉
存
候
（
１
５
３
）
進
上
仕

候
（
２
４
０
）
進
覧
仕
候
（
５
８
０
）
一
入
大
悦
仕
候
（
２
１
３
）

頂
戴
仕
候
（
５
７
５
）
高
橋
殿
与
内
談
仕
（
１
７
８
）
拝
覧
仕
候

（
１
５
３
）路
通
が
披
露
仕
候
間（
２
１
４
）無
音
仕
候
共（
４
４
５
）

返
翰
可
仕
候
（
４
７
３
）
重
而
返
状
可
仕
候
（
49
）

　

右
は
、
主
語
が
芭
蕉
（
書
き
手
）
も
し
く
は
芭
蕉
の
側
に
属
す
る
者
で

あ
り
、
そ
の
行
為
の
受
け
手
（
読
み
手
）
が
書
簡
の
相
手
も
し
く
は
そ
れ

に
属
す
る
者
で
あ
る
点
が
共
通
す
る
。。「
致
す
」
の
場
合
、
そ
の
行
為
が

書
簡
の
相
手（
読
み
手
）に
直
接
関
わ
る
こ
と
の
な
い
の
に
対
し
、「
仕
る
」

は
そ
の
行
為
の
受
け
手
と
し
て
書
簡
の
相
手
（
読
み
手
）
が
関
わ
っ
て
い

る
の
が
対
照
的
で
あ
る
。

　

以
上
の
「
致
す
」「
仕
る
」
の
基
本
的
な
相
違
を
踏
ま
え
て
、
両
語
に

共
通
す
る
語
の
幾
つ
か
を
、
次
に
検
討
す
る
。

［
感
心
］

　

 

早
春
、
仏
頂
和
尚
へ
御
状
披
遣
候
を
、
…
微
細
熟
覧
仕
候
処
、
木
莵

の
角
あ
る
け
し
き
〔
＝
怒
誰
の
発
句
中
の
語
〕
先
感
心
仕
候
上
、
…

驚
入
奉
存
候
。
…
（
仏
頂
和
尚
）
愚
庵
ま
で
手
を
ひ
か
れ
て
一
夕
御

入
、
大
道
〔
＝
仏
法
〕
の
咄
し
止
て
、
俳
諧
に
而
至
夜
半
候
。　

梅

桜
み
し
も
悔
し
や
雪
の
花　

と
御
申
候
。
感
心
致
事
に
候
。
且
又
正

秀
三
つ
物
、
扨
〳
〵
驚
入
、
定
而
御
力
加
候
物
と
感
心
仕
候

 

（
４
６
６　

怒
誰
宛
）

　

怒
誰
宛
の
書
簡
で
あ
る
が
、
仏
頂
和
尚
の
句
に
は
「
感
心
致
」
と
あ
る

の
に
対
し
、
怒
誰
の
句
に
は
と
も
に
「
感
心
仕
」
と
あ
る
。「
感
心
」
の

行
為
者
（
書
き
手
）
は
芭
蕉
で
あ
る
が
、
仏
頂
和
尚
と
い
う
第
三
者
に
対

し
て
は
、「
致
」を
用
い
、書
簡
の
相
手（
読
み
手
）怒
誰
に
対
し
て
は「
仕
」

を
用
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
行
為
の
受
け
手
を
敬
う
点
は
二
語
に
共
通

す
る
が
、「
致
す
」
は
、
受
け
手
が
第
三
者
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
い
ま

だ
謙
譲
語
の
性
格
を
有
す
る
の
に
対
し
、「
仕
る
」
は
、
受
け
手
が
と
り

も
な
お
さ
ず
、
書
簡
の
相
手
（
読
み
手
）
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
丁
重
語

の
性
格
を
有
す
る
。

　
「
感
心
仕
」
は
13
例
現
れ
る
が
、
書
簡
の
相
手
が
と
り
も
な
お
さ
ず
「
感

心
」
の
相
手
で
あ
る
点
が
共
通
す
る
。「
感
心
致
」
は
右
を
含
め
３
例
現

れ
る
。
２
例
は
書
簡
の
相
手
が
「
感
心
」
の
相
手
に
な
る
が
、
昵
懇
の
弟

子
其
角
・
杉
風
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

貴
翁
御
発
句
感
心
仕
候
（
木
因
宛　

35
）

此
度
又
御
句
あ
ま
た
、
感
心
仕
候
（
曲
水
宛　

５
６
４
）

処
〳
〵
風
景
御
作
為
、
感
心
い
た
し
候
。
た
び
に
て
は
句
も
出
難
も
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の
に
て
候
に
、
お
か
し
き
句
共
出
候
而
、
感
じ
申
事
に
候

 

（
１
１
３　

其
角
宛
）

如
此
あ
る
べ
き
時
節
な
り
と
大
手
を
打
て
感
心
致
候

 

（
５
２
７　

杉
風
宛
）

　

右
の
曲
水
宛
書
簡
は
全
て
（
５
例
）「
仕
る
」
で
終
始
し
て
い
る
の
に

対
し
、
其
角
・
杉
風
宛
書
簡
は
、
全
て
「
致
す
」（
５
例
・
８
例
）
が
用

い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
親
疎
に
よ
る
両
語
の
遣
い
分
け
を
示
す
も
の
と
言

え
る
（
身
分
の
高
下
・
親
疎
に
よ
る
両
語
の
遣
い
分
け
に
つ
い
て
は
後
に

触
れ
る
）。

［
暇
乞
］

二
郎
兵
衛
も（
亡
母
の
弔
い
の
た
め
に
）暇
乞
致
度
よ
し
申
候
故
、早
々

下
し
候
。
様
子
は
直
面
に
御
聞
可
被
成
候
（
５
１
９
）

昨
日
立
な
が
ら
に
〔
＝
ほ
ん
の
少
し
の
間
で
も
〕
御
い
と
ま
ご
ひ
可
仕

と
朝
か
ら
心
が
け
申
候
へ
共
…
晩
方
に
成
候
故
、
是
非
な
く
や
め
申
候

 
（
４
２
８
）

　

前
者
は
、
二
郎
兵
衛
が
私
（
芭
蕉
）
に
「
暇
乞
」
を
申
し
出
た
の
意
で

「
致
す
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
後
者
は
芭
蕉
が
許
六
に
で
あ
る
。「
御

い
と
ま
ご
ひ
」
と
い
う
物
言
い
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
芭
蕉
が
許
六
に

対
し
、
へ
り
く
だ
っ
た
態
度
を
示
し
て
い
る
。

［
相
談
］

文
集
〔
＝
『
猿
蓑
』
所
収
予
定
の
文
集
〕
の
事
も
、
追
付
上
京
い
た
し

候
間
、
染
々
相
談
可
致
候
間
、
何
角
を
も
暫
御
と
ゞ
め
候
半
と
推
察
申

し
候
（
２
３
５　

凡
兆
宛
）

追
付
其
元
へ
（『
続
猿
蓑
』
の
草
稿
を
）
上
せ
可
申
候
間
、
序
文
早
々

御
こ
し
可
被
下
候
。
い
か
や
う
共
可
致
相
談
候
（
去
来
宛　

５
５
０
）

乙
州
上
京
、
鼓
之
事
、
其
外
に
も
御
相
談
仕
度
旨
御
座
候
由
、

 

（
凡
兆
・
去
来
宛　

２
５
２
）

明
日
御
立
可
被
成
之
旨
、
後
刻
貴
面
御
相
談
可
仕
候

 

（
句
空
宛　

２
９
７
）

十
八
日
は
終
日
在　

兎
角
貴
面
御
相
談
仕
候
は
ゞ
、
す
み
や
か
に
埒
明

可
申
候
間
、（
許
六
宛　

３
８
２
）

　
「
致
す
」
が
２
例
、「
仕
る
」
が
３
例
現
れ
る
。「
致
す
」
の
場
合
は
、

芭
蕉
が
『
猿
蓑
』
所
収
予
定
の
文
集
や
『
続
猿
蓑
』
の
草
稿
・
序
文
に
つ

い
て
、
凡
兆
・
去
来
と
、
い
わ
ば
協
議
し
た
い
と
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
、

「
仕
る
」
の
場
合
は
３
例
と
も
に
「
御
相
談
」
と
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
御
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
・
御
教
示
に
預
か
り
た
い
」

と
い
う
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
へ
り
く
だ
っ
た
態
度
を
示
し
て

い
る
の
は
「
御
い
と
ま
ご
ひ
」
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

　

さ
て
、
次
の
「
延
引
」
に
関
し
て
は
、「
致
す
」
が
自
発
的
意
志
を
表

す
の
に
対
し
、「
仕
る
」
は
状
況
に
基
づ
く
判
断
・
意
志
を
表
す
と
い
う
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両
語
の
新
た
な
相
違
が
見
え
て
く
る
。

［
延
引
］

１ 

尤
見
舞
申
度
候
へ
共
、却
而
さ
は
り
に
成
可
申
候
間
、
延
引
可
致
候

 

（
１
１
８
）

２ 

先
以
去
来
氏
方
病
人
い
か
ヾ
。
度
々
御
尋
申
も
且
は
物
に
ま
ぎ
れ
い

か
ヾ
と
、
延
引
い
た
し
候
（
２
３
５
）

３ 

尚
々
市
右
衛
門
様
へ
可
然
奉
頼
。此
度
状
数
多
、延
引
仕
候（
１
７
１
）

４ 

大
か
た
は
十
五
六
之
間
御
見
舞
可
申
上
候
。
雨
天
雨
風
に
御
座
候

は
ヾ
、
又
々
延
引
可
仕
候
（
３
９
５
）

　

右
は
、
用
例
１
・
２
の
「
延
引
」
が
自
発
的
意
志
に
基
づ
く
の
に
対
し
、

用
例
３
・
４
は
、
現
状
で
は
「
延
引
」
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
判
断
を

示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
用
例
１
は
、
御
見
舞
し
た
い
け
れ
ど
も
、
か

え
っ
て
御
迷
惑
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
、
あ
え
て
順
延
す
る
つ
も
り
で
す
、

の
意
で
あ
る
（
用
例
２
も
同
意
）。
一
方
、
用
例
３
は
返
信
を
要
す
る
手

紙
が
多
い
の
で
、
や
む
を
え
ず
返
事
を
出
し
遅
れ
て
お
り
ま
す
の
意
。
用

例
４
は
、
一
五
日
か
一
六
日
に
訪
問
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
当
日
が
雨
天

の
場
合
は
、
不
本
意
な
が
ら
さ
ら
に
日
延
べ
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
意
で
あ

る
。

　

右
の
よ
う
に
、「
致
す
」
が
自
発
的
意
志
に
基
づ
く
の
に
対
し
、「
仕
る
」

は
状
況
に
よ
り
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
判
断
・
意
志
を
表
す
と
い
う
相
違

は
、
本
動
詞
「
致
す
」「
仕
る
」
に
も
認
め
ら
れ
る
。

１ 

愚
句
、
閉
口
（
＝
近
頃
口
を
閉
ざ
し
て
）、
一
句
も
不
致
覚
悟
に
存

候
へ
ど
も
（
３
４
０
）

２ 

分
限
相
応
之
（
＝
能
力
相
応
の
）
心
に
つ
と
め
た
る
句
ど
も
い
た
さ

せ
候
（
１
７
１
）

３
世
上
を
悪
み
候
而
、
当
年
は
し
ゐ
て
俳
諧
・
発
句
不
致
候
（
３
５
７
）

　

用
例
３
「
当
年
は
し
ゐ
て
（
＝
あ
え
て
）
俳
諧
・
発
句
不
致
候
」
は
自

発
的
意
志
を
表
す
「
致
す
」
の
典
型
的
用
法
と
言
え
る
。

「
仕
る
」
の
用
例
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

１ 

此
度
の
出
京
滞
留
、
暑
気
に
つ
か
れ
候
而
俳
諧
一
句
も
不
仕
候

 

（
１
８
８
）

２ 

い
ま
だ
気
分
も
不
勝
、
…
発
句
も
し
か
〳
〵
得
不
仕
候
（
５
５
７
）

３ 

拙
者
も
持
病
さ
し
ひ
き
折
々
に
て
、し
か
〳
〵
不
仕
候
故
、（
２
３
５
）

　

用
例
１
「
暑
気
に
つ
か
れ
」
た
の
で
、「
俳
諧
一
句
も
不
仕
（
＝
作
ろ

う
と
し
て
も
で
き
な
か
っ
た
）」
の
用
法
は
「
致
す
」
と
対
照
的
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
致
す
」
が
自
発
的
・
積
極
的
意
志
を
表
す
の
に
対
し
、

「
仕
る
」
は
消
極
的
意
味
合
い
の
用
例
が
目
立
つ
が
、
し
か
し
、
次
の
用

例
の
よ
う
に
、
肯
定
的
な
意
味
合
い
を
含
む
も
の
も
認
め
ら
れ
る
。
後
者

は
木
因
宛
の
書
簡
で
あ
る
が
、「
あ
な
た
さ
ま
の
お
か
げ
で
」
の
意
味
合

い
を
含
む
も
の
で
あ
ろ
う
。



國學院雑誌　第 126 巻第５号（2025年） ─ 36 ─

九
日
に
大
坂
へ
参
着
、
道
中
に
又
右
衛
門
か
げ
に
て
（
＝
付
き
添
っ

て
く
れ
て
）
さ
の
み
苦
労
も
不
仕
、
な
ぐ
さ
み
が
て
ら
に
参
つ
き
申

候
（
５
５
４
）

方
々
一
見
仕
候
而
（
＝
諸
処
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
て
）、
此

度
帰
庵
に
及
申
候
（
44
）

　

こ
の
よ
う
に
、「
致
す
」
に
比
し
て
「
仕
る
」
は
受
け
手
を
何
ら
か
の

意
味
で
意
識
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
見
て
来
た
。し
た
が
っ
て
、

身
分
関
係
で
言
え
ば
、「
致
す
」
が
ほ
ぼ
対
等
の
、
親
し
い
関
係
に
お
い

て
用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
、「
仕
る
」
は
身
分
が
上
の
、
改
ま
っ
た
関
係

に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
と
ほ
ぼ
結
論
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
、
書

簡
の
宛
名
を
基
準
に
二
語
の
使
用
数
を
、
Ａ
「
仕
る
」
が
多
数　

Ｂ
ほ
ぼ

拮
抗　

Ｃ
「
致
す
」
が
多
数　

の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
下
表
の
よ
う
に

な
る（
６
）。

　

三
類
の
う
ち
、
主
だ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
ま
ず
、
Ａ
の
、　

中
尾
（
槐
市
）・
浜
（
式
之
）
の
両
名
に
宛
て
た
書
簡
（
３
通
）
に
は
、

６
例
・
10
例
・
１
例
と
全
て
「
仕
る
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
藤
堂
家
家

令
と
い
う
身
分
を
意
識
し
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
に
は
、
次
の
よ

う
に
「
致
す
」
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
用
例
も
交
え
る
が
、「
仕

る
」
を
用
い
て
い
る
の
は
丁
重
な
態
度
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

現
代
語
の
「
～
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

少
風
引
候
而
罷
有
候
故
、
今
日
保
養
仕
、
明
日
参
上
仕
奉
存
候

 

（
１
５
３
）

江
戸
へ
は
冬
中
に
下
着
可
仕
奉
存
候
間
、
重
而
御
案
内
可
申
上
候

 

（
３
０
７
）

　

Ｂ
の
凡
兆
に
は
「
致
す
」
８
例
「
仕
る
」
３
例
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
元
禄
三
年
九
月
十
三
日
付
書
簡
に
は
「
致
す
」
７
例
「
仕
る
」

１
例
が
見
ら
れ
る
。「
致
す
」
７
例
は
次
の
例
も
含
め
、
こ
れ
ま
で
に
説

致
す

仕
る

Ａ
中
尾
源
左
衛
門
・ 

浜
市
右
衛
門
（
両
名
宛
）

17

藤
堂
家
家
令

松
尾
半
左
衛
門

２

７

芭
蕉
兄

菅
沼
曲
水

５

25

膳
所
藩
重
臣

森
川
許
六

７

14

彦
根
藩
士

Ｂ
怒
誰

５

８

芭
蕉
と
親
交

あ
り

木
因

４

３

凡
兆

８

３

Ｃ
去
来

15

４

蕉
門
の
昵
懇

の
俳
人

杉
風

28

３

曽
良

11

２
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明
し
た
「
致
す
」
の
用
法
に
属
す
る
。

度
々
御
尋
申
も
且
は
物
に
ま
ぎ
れ
い
か
ヾ
と
、
延
引
い
た
し
候

（
２
３
５
）

　
「
仕
る
」
１
例
は
先
に
も
引
用
し
た
が
、
次
の
例
で
あ
る
。「
は
っ
き
り

致
し
ま
せ
ん
→
思
う
に
任
せ
ま
せ
ん
」
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
る
。

拙
者
も
持
病
さ
し
ひ
き
折
々
に
て
、し
か
〳
〵
不
仕
候
故
、（
２
３
５
）

　

元
禄
三
年
八
月
十
八
付
書
簡
に
は
１
例
ず
つ
現
れ
る
。

木
曽
塚
に
て
ふ
せ
り
な
が
ら
人
々
に
対
面
い
た
し
候
（
２
０
９
）

職
人
の
で
し
ご
（
弟
子
子
）、
感
心
仕
り
候
（
２
０
９
）

　

前
者
は
病
床
で
人
々
に
対
面
し
た
の
意
で
あ
り
、
凡
兆
が
対
面
相
手
な

ら
ば
「
対
面
仕
り
候
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
後
者
は
凡
兆
の
「
職
人
の
で

し
ご
（
弟
子
子
）」
と
い
う
着
想
を
賞
賛
し
た
も
の
で
あ
る
（
詳
し
く
は
、

今
栄
蔵
氏
の
解
説
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。
２
１
０
頁
）

　
「
仕
る
」
の
残
り
の
１
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
御
相
談
」
に
照
応
し

て
「
仕
る
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

乙
州
上
京
、
鼓
之
事
、
其
外
に
も
御
相
談
仕
度
旨
御
座
候
由
、

 

（
凡
兆
・
去
来
宛　

２
５
２
）

　

Ｃ
の
去
来
・
杉
風
・
曽
良
は
、
日
常
交
流
の
あ
る
昵
懇
の
弟
子
た
ち
で

あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
書
簡
も
「
致
す
」
を
基
調
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

９
例
見
ら
れ
る
「
仕
る
」
の
用
法
に
つ
い
て
、
説
明
す
る
。
ま
ず
、
去
来

に
つ
い
て
は
、「
仕
る
」
４
例
の
う
ち
、
２
例
は
貞
享
三
年
閏
三
月
十
日

付
書
簡
に
現
れ
る
。

芳
賀
一
晶
、
老
母
見
舞
に
被
登
候
間
啓
上
仕
候
…
先
日
又
預
貴
墨
、

御
厚
志
御
深
切
之
段
、
誠
不
浅
感
心
仕
事
に
御
座
候
（
57
）

　

芳
賀
一
晶
の
帰
京
の
際
、
芭
蕉
が
託
し
た
書
簡
で
、
今
氏
に
拠
れ
ば
、

去
来
に
宛
て
た
最
初
の
書
状
で
あ
る
。丁
重
な
文
面
で
あ
り
、そ
の
中
に
、

右
の
２
例
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

他
の
２
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

乙
州
上
京
、
鼓
之
事
、
其
外
に
も
御
相
談
仕
度
旨
御
座
候
由
、

 

（
凡
兆
・
去
来
宛　

２
５
２
）

奇
特
千
万
（
＝
抜
群
の
出
来
栄
え
で
）、
大
悦
仕
事
に
御
座
候

 

（
４
６
１
）

　

前
者
は
乙
州
（
仕
手
）
が
去
来
（
受
け
手
）
に
と
い
う
身
分
関
係
を
踏

ま
え
て
い
る
。
後
者
は
、
芭
蕉
が
去
来
か
ら
批
評
を
求
め
ら
れ
て
答
え
た

文
面
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
大
悦
仕
」
相
手
（
受
け
手
）
は
当
の
去
来

で
あ
る
。

　

杉
風
宛
の
書
簡
は
「
致
す
」（
28
例
）
を
基
調
と
す
る
。
そ
の
中
で
「
仕

る
」
３
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

尚
々
猪
兵
衛
・
桃
印
、
油
断
不
仕
様
に
可
被
仰
付
候
（
１
６
０
）

同
名
此
度
は
殊
之
外
力
を
得
よ
ろ
こ
び
候
而
、
拙
者
も
別
而
大
悦
仕
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候
（
４
９
２
）

猪
兵
衛
・
桃
印
、
…
と
も
か
く
も
留
守
相
守
り
、
火
の
用
心
能
仕
候

様
に
被
仰
付
可
被
下
候
（
４
９
３
）

　

桃
印
も
猪
兵
衛
も
芭
蕉
の
甥
に
当
た
る
。
３
例
と
も
に
、
勤
め
先
の
主

人
を
意
識
し
た
物
言
い
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
曽
良
宛
の
書
状
「
仕
る
」
２
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

桃
印
ゆ
が
み
な
り
に
も
相
つ
と
め
候
よ
し
仰
被
聞
、
大
慶
仕
候
。
…

油
断
不
仕
候
様
に
御
伝
奉
頼
候
（
２
２
４
）

　

曽
良
宛
の
書
簡
も
「
致
す
」
が
14
例
と
多
数
を
占
め
る
。
右
の
書
簡
の

前
後
に
も
４
例
「
致
す
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
書
簡
文
の
基
調
は
「
致

す
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
仕
る
」
は
、
曽
良
よ
り
も
甥
の
桃

印
の
勤
め
先
の
主
人
を
意
識
し
た
物
言
い
と
捉
え
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、「
致
す
」「
仕
る
」
の
相
違
を
、
二
語
本
来
の
意
味
と
語
用
論
的

用
法
と
に
分
け
て
見
て
来
た
。

五
　『
芭
蕉
書
簡
集
』
に
お
け
る
「
申
す
」
の
用
法

　
「
申
す（
７
）」
は
６
３
９
例
で
、
４
語
の
中
で
多
数
を
占
め
る
が
、
上
接
語

の
異
な
り
語
数
２
４
５
語
の
う
ち
、
Ａ
「
致
す
」
仕
る
」
と
共
通
す
る
語　

Ｂ
「
致
す
」
と
共
通
す
る
語　

Ｃ
「
仕
る
」
と
共
通
す
る
語　

は
次
の
15

語
に
過
ぎ
な
い

Ａ　

案
内　

延
引　

感
吟　

感
心　

賞
翫　

上
京　

推
察

Ｂ　

吟
味　

工
夫　

推
量　

同
道　

満
足

Ｃ　

進
上　

進
覧　

大
悦

　

ま
た
、「
致
す
」「
仕
る
」
に
下
接
す
る
用
例
も
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
致
・
仕
→
申
→
候
」
と
い
う
語
順
と
な
り
、
謙
譲
（
丁
重
）
語
と
丁
寧

語
の
中
間
に
位
置
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

拙
者
義
、
参
宮
致
申
候
間
追
付
下
向
、
万
喜
可
得
御
意
候
（
１
４
５
）

哥
仙
さ
て
〳
〵
感
仕
申
候
。
か
ほ
ど
ま
で
独
ば
た
ら
き
、
大
切
之
風

雅
、
驚
入
申
候
（
２
６
６
）

　

ち
な
み
に
、「
申
し
上
ぐ
」
も
現
れ
る
が
、
本
動
詞
は
「
言
う
・
伝
え
る
」

の
謙
譲
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
次
の
用
例
は
、
形
式
上
は
補
助
動

詞
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、上
接
語
は「
御
報
」「
御
案
内（
＝
お
知
ら
せ
）」

「
御
尋
」
に
限
定
さ
れ
て
い
て
、「
言
う
・
伝
え
る
」
と
い
う
動
詞
の
意

味
を
脱
し
切
れ
て
い
な
い
。

１
先
書
御
報
申
上
候
間
（
１
０
２
）
類
例
（
１
０
６
）

２ 

重
而
御
案
内
（
＝
お
知
ら
せ
）
可
申
上
候
（
３
０
７
）

 

類
例
（
１
６
３
・
４
１
１
）

３ 
出
庵
之
節
、
郡
代
衆
な
ど
も
断
も
入
可
申
か
と
御
尋
申
上
候
へ
共
、
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く
る
し
か
る
ま
じ
く
と
被
仰
候
故
（
２
０
０
）

　

た
だ
し
、「
尋
ぬ
」
に
は
「
訪
問
す
る
」
の
意
も
あ
る
の
で
、
そ
の
場

合
は
、
次
の
用
例
に
見
ら
れ
る
如
く
、
補
助
動
詞
的
色
彩
を
帯
び
る
。

４ 

十
五
日
六
日
之
間
に
と
心
懸
罷
有
候
間
、
か
な
ら
ず
御
尋
可
申
上
候

（
３
９
４
）
類
例
（
４
０
３
）

cf. 
来
春
、
初
夏
之
節
、
必
其
御
地
御
尋
可
申
候
（
79
）

　

さ
て
、
補
助
動
詞
「
申
す
」
の
上
接
語
は
、「
致
す
」・「
仕
る
」
と
共

通
す
る
語
の
少
な
い
反
面
、
両
語
の
下
接
し
な
い
語
が
多
く
現
れ
る
。
そ

の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
状
態
動
詞
「
ゐ
る
・
を
る
」・「
な
（
成
）
る
」

に
代
表
さ
れ
る
所
動
詞
で
あ
る
。

　

ま
ず
状
態
動
詞
「
ゐ
る
・
を
る
」（
34
例
）
に
つ
い
て
は
、
漢
字
表
記
「
居

る
」
が
多
く
、
今
氏
は
適
宜
「
ゐ
る
・
を
る
」
と
付
訓
し
て
い
る
が
、
基

準
は
明
確
で
な
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
問
題
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
漢
字
表

記
「
居
」
の
ま
ま
と
す
る
。

　

34
例
の
内
訳
は
、
a
本
動
詞
16
例　

b
「
て
居
る
」
３
例　

c
「
動
詞

連
用
形
＋
居
る
」
15
例
で
あ
る
。

a
拙
者
国
に
居
申
時
よ
り
不
便
に
存
候
も
の
に
而
候
へ
ば
（
１
０
５
）

b
鼻
ひ
る
に
か
ゝ
り
て
ゐ
申
候
へ
ば
（
１
６
８
）

c
病
人
保
養
に
か
ゝ
は
り
居
申
候
（
４
０
３
）

　

本
動
詞
を
含
め
、「
居
る
」
は
、
現
に
そ
の
状
態
に
あ
る
と
い
う
状
態

動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
居
る
」
は
元
来
「
座
る
」
の
意
味
の

意
志
動
詞
・
動
作
動
詞
で
あ
る
。
a
「
拙
者
国
に
居
申
時
よ
り
」
も
自
ら

の
意
志
で
「
国
に
居
」
た
の
で
あ
る
が
、
右
の
「
居
る
」
は
そ
の
状
態
が

あ
る
程
度
存
続
し
て
い
た
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
「
状

態
動
詞（
８
）」
で
あ
り
、「
致
す
」「
仕
る
」
が
下
接
し
得
な
い
の
は
、
両
語
が

元
来
意
志
動
詞
・
動
作
動
詞
で
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
居
る
」
に
関
連
し
て
存
在
詞
「
有
る
」
を
承
け
る
用
法
も
見
ら
れ
る
。

其
内
、
戸
伊
麻
の
旅
寝
有
申
候
間
、
泪
を
御
落
し
被
成
ま
じ
く
、

 

（
２
２
３
）

　
「（
御
座
）
有
」
の
否
定
形
「
無
御
座
」
に
下
接
す
る
用
例
も
見
ら
れ
る
。

愈
御
無
事
に
、
玄
端
老
御
一
家
共
に
別
条
無
御
座
申
候
哉
。
爰
元
相

替
義
も
無
御
座
候
（
３
５
５
）

　

こ
の
よ
う
に
、「
申
す
」
は
、
ま
ず
右
の
よ
う
な
状
態
動
詞
に
下
接
す

る
と
い
う
特
徴
を
有
す
る
。
す
な
わ
ち
、
非
動
作
動
詞
の
性
格
を
有
す
る

と
い
う
意
味
で
、「
致
す
」「
仕
る
」
と
対
照
的
で
あ
る
。

　

次
に
所
動
詞
「
な
（
成
）
る
」
の
分
析
に
移
る
。

神
楽
拝
に
一
日
寄
合
、
さ
の
み
笑
ひ
て
散
〳
〵
に
成
申
候
（
１
４
６
）

久
々
書
物
手
に
ふ
れ
ず
候
へ
ば
、
万
お
ろ
覚
え
に
成
申
候
（
３
８
２
）

越
路
の
雪
漸
々
消
が
た
に
成
申
候
は
ゞ
、
先
御
上
京
願
申
事
に
御
座

候
（
２
６
３
）
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尾
張
・
い
せ
地
に
か
ゝ
り
て
は
、
肩
も
あ
し
も
共
に
つ
よ
く
成
申
候

 

（
４
９
８
）

　

右
の
用
例
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、言
語
主
体
の
意
志
と
は
無
関
係
に
、

そ
の
よ
う
な
事
態
・
状
況
に
お
の
ず
か
ら
立
ち
至
っ
た
こ
と
を
「
成
る
」

は
表
す
。
す
な
わ
ち
、「
成
る
」
は
自
動
詞
で
あ
る
と
と
も
に
非
意
志
動

詞
で
あ
り
、
三
上
章
の
「
所
動
詞（
９
）
」
に
あ
た
る
。
次
の
よ
う
に
、「
可

（
14
例
）」「
ま
じ（
７
例
）」を
伴
う
用
例
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、「
可
」（「
ま

じ
」）
の
用
法
を
当
然
と
意
志
と
に
分
け
た
場
合
、
全
て
「
当
然
」
の
範

疇
に
属
す
る
。「
成
る
」
が
所
動
詞
で
あ
る
故
で
あ
る
。

尚
〳
〵
、
拙
者
の
ぼ
り
、
し
か
と
し
れ
不
申
候
。
大
か
た
は
秋
に
も

成
可
申
哉
と
存
候
（
71
）

偏
〳
〵
貴
境
旧
里
の
ご
と
く
に
被
存
候
間
、
立
帰
り
〳
〵
御
や
つ
か

ひ
に
成
可
申
候
（
２
４
５
）

乍
去
当
冬
は
相
手
に
可
為
物
無
御
座
候
へ
ば
、
俳
諧
も
成
申
ま
じ
く

候
（
４
４
１
）

定
而
俳
諧
の
御
心
指
と
は
存
候
へ
ど
も
、
は
か
〳
〵
敷
事
も
成
申
ま

じ
く
候
（
４
９
２
）

　

所
動
詞
は
「
成
る
」
が
典
型
的
で
あ
る
が
、
他
の
所
動
詞
に
は
、
文
脈

上
次
の
よ
う
な
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
「
致
す
」「
仕
る
」
の

下
接
し
た
用
例
は
、『
芭
蕉
書
簡
大
成
』
に
拠
る
か
ぎ
り
、
見
ら
れ
な
い
。

痛
み
入
り　

要
り　

う
ろ
た
へ　

遅
な
は
り　
（
考
へ
）
に
落
ち　

劣
り　

驚
き
入
り　

終
り　

覚
え　

及
び　

忝
が
り　
（
相
）
叶

ひ　
（
こ
た
へ
）
か
ね　

聞
こ
え　

極
ま
り　

草
臥
れ　

心
得　

こ
ま
り
（
果
て
）　
（
疾
）
指
出
で　

染
み　

出
来
（
し
ゆ
つ
ら
い
）　

知
れ　

優
れ　

廃
り　

絶
え　

倒
れ　
（
相
）
達
し　

辿
り　

力

落
し　

付
き　

募
り　

出
来　
（
相
）
調
ひ　

留
ま
り　

慰
み　

似　

は
や
り　
（
相
）
見
え　

焼
け　

止
み　

弱
り　

埒
明
き　

忘
れ　

煩
ひ

［
要
り
］
出
庵
之
節
、
郡
代
衆
な
ど
も
断
も
入
（
＝
要
り
）
可
申
か
と
御

尋
申
上
候
へ
共
、
く
る
し
か
る
ま
じ
く
と
被
仰
候
故
（
２
０
０
）

［
劣
り
］
さ
れ
共
句
の
景
は
は
る
か
に
を
と
り
申
候
（
41
）

［
覚
え
］「
咲
花
を
折
手
に
と
ま
る
」、叩
端
子
、
又
御
佳
作
か
と
覚
申
候（
70
）

［
及
び
］
別
条
無
之
内
、
細
〴
〵
書
状
に
も
及
不
申
候
間
、
左
様
に
御
意

得
可
被
成
候
（
１
１
６
）

［
聞
え
］
京
の
砧
、
御
講
尺
之
上
に
而
あ
ら
か
た
き
こ
へ
申
候
（
41
）

［
草
臥
れ
］草
臥
申
候
は
ゞ
又
其
元
へ
立
寄
申
事
も
可
有
御
坐
候（
１
２
４
）

［
知
れ
］
尚
〳
〵
拙
者
の
ぼ
り
、
し
か
と
知
れ
不
申
、
大
か
た
は
秋
に
成

可
申
哉
と
存
候
（
73
）

［
優
れ
］
少
持
病
す
ぐ
れ
申
候
故
、
一
紙
如
此
御
座
候
（
80
）

［
廃
り
］
い
ま
だ
す
た
り
不
申
候
だ
ん
、
御
う
れ
し
く
存
候
（
３
９
８
）
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［
絶
え
］
仙
台
之
風
流
、
望
絶
申
候
（
１
３
３
）

［
募
り
］
御
成
人
わ
る
さ
日
々
に
つ
の
り
可
申
と
奉
存
候
（
３
３
２
）

［（
相
）
調
ひ
］
文
集
も
年
内
に
は
調
申
ま
じ
く
候
間
、
春
之
事
に
可
被
成

候
（
１
９
７
）

［
似
］
い
づ
れ
も
名
残
を
し
み
、
お
と
ゝ
し
の
春
深
川
を
出
る
時
に
似
申

候（
３
１
８
）

［（
相
）
見
え
］
尚
々
先
日
御
状
、
御
発
句
共
遂
一
覧
候
。
尤
珍
重
の
句
共

相
見
え
申
候
（
５
４
３
）

［
焼
け
］
其
元
に
て
書
申
候
物
は
御
焼
不
被
成
候
よ
し
、
米
櫃
は
や
け
可

申
に
と
存
候
（
１
９
５
）

［
止
み
］
も
し
は
お
こ
り
に
成
可
申
か
と
薬
給
候
へ
ば
、
廿
日
比
よ
り
す

き
と
や
み
申
候
（
５
５
５
）

［
弱
り
（
付
き
）］
当
夏
事
之
痛
候
而
、
終
日
平
臥
之
く
ら
し
、
老
年
歳
々

よ
は
り
付
申
候
（
４
３
３
）

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、「
致
す
」「
仕
る
」
が
動
作
動
詞
・
意
志
動
詞
に
下

接
す
る
の
に
対
し
、「
申
す
」
は
状
態
動
詞
「
居
る
」「
有
る
」・
所
動
詞
「
成

る
」・「
要
る　

劣
る　

覚
ゆ　

及
ぶ　

聞
こ
ゆ
」
な
ど
に
下
接
す
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。
書
簡
文
に
お
い
て
、「
候
」
は
「
動
詞
連
用
形
」
を
そ
の

ま
ま
承
け
る
こ
と
は
一
般
で
は
な
く
、「
動
詞
連
用
形
＋
致
す
・
仕
る
・

申
す
＋
候
」
の
よ
う
に
、
三
語
を
介
し
て
用
い
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

動
作
動
詞
・
意
志
動
詞
は
「
致
す
」「
仕
る
」
が
受
け
、
状
態
動
詞
・
非

意
志
動
詞
は
「
申
す
」
が
承
け
る
こ
と
に
な
り
、
候
文
の
「
候
」
は
三
語

を
介
し
て
全
て
の
動
詞
を
承
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

［
注
］

（
１
） 

拙
論
「『
文
機
活
法
』
に
お
け
る
「
シ
ム
（
令
）」「
イ
タ
ス
（
致
）」
の
用
法
」（
近

代
語
学
会
編
『
近
代
語
研
究
』
25
集
（
２
０
２
５
年
９
月
刊
行
予
定　

武
蔵
野
書

院
）
参
照
。
ち
な
み
に
、
本
稿
で
「
謙
譲
」
と
す
る
「
令
」
に
つ
い
て
、
永
澤　

済
氏
は
「
日
本
中
世
和
化
漢
文
に
お
け
る
非
使
役
「
令
」
の
機
能
」（
日
本
言
語

学
会
『
言
語
研
究
』
一
五
九
号　

二
〇
二
一
年
三
月
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
（
本
誌
査
読
委
員
の
御
示
教
に
よ
る
）。
引
用
す
る
に
と
ど
め
る
。

本
来
使
役
を
表
す
「
Ｓ
令
Ｖ
」
構
文
が
（
他
）
動
詞
文
と
意
味
的
に
隣
接
す

る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、「
令
」
の
表
す
使
役
の
意
が
後
退
し
て
単
な
る
動
詞

マ
ー
カ
ー
と
解
釈
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
（［
要
旨
］
37
頁
）。

（
２
） 

拙
著
『
玉
塵
抄
の
語
法
』（
二
〇
〇
一
年　

清
文
堂
刊
）
第
五
章
第
二
節
「
玉
塵

抄
の
「
ま
ら
す
る
」
の
用
法
─
丁
寧
語
化
の
過
程
」
参
照
。

（
３
） 

他
に
次
の
二
著
を
参
照
し
た
。

 

日
本
古
典
文
学
大
系
46
『
芭
蕉
文
集
』
荻
野
清
氏
校
注
「
書
簡
」（
一
九
五
九
年　

岩
波
書
店
）

 
萩
原
恭
男
氏
校
注
『
芭
蕉
書
簡
集
』（
一
九
七
六
年　

岩
波
書
店
）

（
４
） 「
尊
敬
」
と
解
し
得
る
「
令
」
も
１
例
見
ら
れ
る
。

 
筆
の
心
、
殊
之
外
よ
ろ
し
く
、
筆
人
大
道
之
筆
意
令
工
作
候
（
＝
作
っ
て
下
さ
っ

た
）
物
と
感
心
仕
候
（
１
６
６
）

 

明
治
期
の
『
文
機
活
法
』（
明
治
九
年
刊
）
に
も
次
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。
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芳
屋
以
二
煉
瓦
石
一
御
経
営
被
ㇾ
為
ㇾ
遊
大
方
令セ
シ
メ

二

成ジ
ヤ
ウ
ジ
ユ就

一

金
楼
玉
殿
湧
出
仕

候
様
ニ
御
座
候
趣　

オ
ン
イ
ヘ
ヲ
、
レ
ン
グ
ハ
石
ニ
テ
、
ゴ
フ
シ
ン
、
ナ
サ
レ
、

ア
ラ
カ
タ
、
オ
デ
キ
、
ア
ガ
ツ
テ
、
マ
コ
ト
ニ
、
ミ
ゴ
ト
ダ
ト
申
ス
、
コ
ト
デ

ア
ル
（
70
オ
）

 

室
町
期
の
『
玉
塵
抄
』
に
お
い
て
も
、
使
役
「
シ
ム
ル
」
を
身
分
の
上
位
の
者
が

下
位
の
者
に
用
い
る
例
が
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
使
役
「
シ
ム
ル
」
は
尊
敬
の

意
味
を
含
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

　

王
ノ
四
夷
ノ
コ
ト
ヲ
ミ
ナ
ニ
イ
マ
シ
メ
ツ
ヽ
シ
マ
シ
ム
ル
ソ
（
九
58
オ
）

 

　

 

今
日
吾
ヒ
キ
ワ
ケ
テ
中
ヲ
ナ
ヲ
サ
ウ
ト
ア
ツ
テ
前
ニ
二
人
ヲ
坐
セ
シ
メ
テ
酒
ヲ

ノ
マ
サ
シ
ム
タ
ソ
（
二
六
29
オ
）

 

後
者
の
用
例
で
「
坐
セ
シ
メ
テ
」
と
「
ノ
マ
サ
シ
ム
タ
」
が
並
置
さ
れ
て
い
る
の

が
、
注
目
さ
れ
る
。
拙
著
『
玉
塵
抄
の
語
法
』
第
五
章
第
一
節
「
玉
塵
抄
の
尊
敬

表
現
─
「
シ
ム
」「
サ
シ
ム
」
の
用
法
─
」
参
照
。

（
５
） 

た
だ
し
、『
書
札
調
法
記
』（
元
禄
八
年
版　

勉
誠
社
複
製
）
は
、「
致
」
22
例
中

６
例
、『
百
家
通
用
文
章
大
全
』（
天
保
六
年
初
刻　

文
久
元
年
再
刻　

星
雲
社
複

製
）
は
、「
致
」
16
例
中
４
例
が
そ
れ
ぞ
れ
後
置
さ
れ
て
い
る
に
留
ま
る
。
テ
キ

ス
ト
と
し
て
の
保
守
性
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
６
） 

今
栄
蔵
氏
『
芭
蕉
書
簡
大
成
』
の
「
人
名
索
引
」
を
利
用
し
た
。
芭
蕉
の
弟
子
に

つ
い
て
は
次
の
三
書
な
ど
を
参
照
し
た
。

 

　

柴
田
宵
曲
氏
『
蕉
門
の
人
々
』（
一
九
八
六
年　

岩
波
書
店
）

 

　

堀
切
実
氏
『
芭
蕉
の
門
人
』（
一
九
九
一
年　

岩
波
書
店
）

 

　

楠
元
六
男
氏
『
芭
蕉
と
門
人
た
ち
』（
一
九
九
七
年　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）

（
７
） 

江
戸
末
期
の
「
申
す
」
に
関
し
て
は
、
小
松
寿
雄
氏
に
精
細
な
分
析
が
見
ら
れ
る
。

小
松
寿
雄
氏
「
夢
酔
独
言
の
動
作
性
謙
譲
表
現　

付
・
オ
ル
」（『
近
代
語
研
究　

第
二
三
集
』
二
〇
二
二
年
武
蔵
野
書
院
刊　

所
収
）

（
８
） 

拙
論
「『
玉
塵
抄
』
に
お
け
る
「
テ
ア
ル
・
テ
ヰ
ル
・
テ
ヲ
ル
」
の
用
法
』（『
國

學
院
雜
誌
』
二
〇
二
四
年
六
月
）
参
照
。

（
９
） 

本
居
春
庭
の
「
お
の
づ
か
ら
し
か
る
」
動
詞
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
「
絶
対
中
性
動
詞

（verbo neutro absolutiuo

）
に
該
当
す
る
。
拙
著
『
日
本
文
法
学
の
系
譜
』

（
二
〇
一
二
年　

昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
刊
）
１
０
３
～
１
０
６
頁
参

照
。


